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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・年金運用型戦略ファンド 

（年１回決算型） 

＜愛称 年金ぷらす＞ 

 

第９期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2024年１月25日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・年金運用型戦略ファ

ンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷら

す＞」は、このたび、第９期の決算を

行いましたので、期中の運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／資産複合 
(課税上は株式投資信託として取扱われます｡) 

信託期間 無期限（2015年７月17日設定） 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行
います。 

主要投資 
対  象 

東京海上・年金運用 
型 戦 略 フ ァ ン ド 
(年 １ 回 決 算 型) 

「ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファ
ンド」、「ＴＭＡ日本債券マザーファン
ド」、「東京海上・ＪＰＸ日経400インデック
スマザーファンド」、「ＴＭＡ日本株アク
ティブマザーファンド」、「ＴＭＡ外国債券
インデックスマザーファンド」、「ＴＭＡ外
国債券マザーファンド」、「ＴＭＡ外国株式
インデックスマザーファンド」、「ＴＭＡ外
国株式マザーファンド」を主要投資対象と
します。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本債券（国債、社債等） 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本債券（国債、社債等） 

東京海上・ＪＰＸ 
日経400インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本株式（ＪＰＸ日経400採用銘柄） 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本株式 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国債券（先進国の国債） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国債券（先進国の国債） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国株式（先進国の株式） 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外国株式（先進国の株式） 

投資制限 

東京海上・年金運用型
戦 略 フ ァ ン ド 
(年 １ 回 決 算 型) 

・株式への実質投資割合には、制限を設け
ません。 

・外貨建資産への実質投資割合は、制限を
設けません。 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株
式
へ
の
投
資
制
限 

10％以下 

外
貨
建
資
産
へ
の
投
資
制
限 

20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 20％以下 

東京海上・ＪＰＸ 
日経400インデックス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 日 本 株 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 20％以下 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

10％以下 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
イ ン デ ッ ク ス 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

Ｔ Ｍ Ａ 外 国 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

制限なし 制限なし 

分配方針 

毎決算時に、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買
益（評価益を含みます。）等から、基準価額の水準、市況動向等
を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配対象額が少額の場
合等には、収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した利益については、
運用の基本方針に基づいて運用を行います。  



品 名：90049_635068_009_07_東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）_998397.docx 

日 時：2024/3/6 18:10:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

５期(2020年１月27日) 11,163 0 10.6 11,612 10.4 47.8 1.5 49.5 0.3 1,269 

６期(2021年１月25日) 12,067 0 8.1 12,461 7.3 49.6 0.7 48.7 0.3 1,706 

７期(2022年１月25日) 12,656 0 4.9 13,368 7.3 46.5 1.0 51.4 0.3 2,715 

８期(2023年１月25日) 12,631 0 △ 0.2 13,687 2.4 49.1 1.0 48.7 0.3 3,404 

９期(2024年１月25日) 14,917 0 18.1 16,302 19.1 49.7 1.0 48.2 0.2 6,336 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 

 

参考指数は、JPX日経インデックス400（配当込み）、TOPIX（配当込み）、NOMURA－BPI（野村ボンド・パフォーマンス・インデックス）（総

合）、MSCIコクサイ指数（配当込み、円ヘッジなし・円ベース）、FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）を基本資

産配分で組み合わせた合成指数です。基準価額は対顧客電信売買相場の仲値（TTM）を用いて計算しているため、MSCIコクサイ指数は、基

準日前日のMSCIコクサイ指数（米ドルベース）を基準日のTTMで委託会社が円換算したもの、FTSE世界国債インデックスは、FTSE世界国債

インデックス（国内投信用）を使用しています。基本資産配分は５ページをご参照ください。 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2023年１月25日 12,631 － 13,687 － 49.1 1.0 48.7 0.3 

１月末 12,555 △ 0.6 13,636 △ 0.4 49.5 0.9 48.6 0.3 

２月末 12,742 0.9 13,864 1.3 49.1 0.7 49.6 0.3 

３月末 12,931 2.4 13,999 2.3 48.9 0.6 49.7 0.3 

４月末 13,108 3.8 14,221 3.9 49.4 0.6 49.3 0.3 

５月末 13,524 7.1 14,623 6.8 49.0 1.6 48.9 0.3 

６月末 14,163 12.1 15,346 12.1 50.3 0.8 48.7 0.3 

７月末 14,091 11.6 15,317 11.9 49.5 0.8 48.9 0.3 

８月末 14,235 12.7 15,473 13.0 48.6 1.6 49.6 0.3 

９月末 14,027 11.1 15,307 11.8 48.1 1.3 49.8 0.2 

10月末 13,728 8.7 14,991 9.5 47.4 1.6 50.3 0.2 

11月末 14,402 14.0 15,715 14.8 49.4 1.1 48.9 0.3 

12月末 14,457 14.5 15,802 15.5 48.6 1.3 49.7 0.3 

(期  末)         

2024年１月25日 14,917 18.1 16,302 19.1 49.7 1.0 48.2 0.2 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率です。 
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○運用経過 (2023年１月26日～2024年１月25日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2023年１月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
【各マザーファンドのベンチマークの騰落率】 

 
 

プラス要因 

・日銀による緩和的な金融政策の維持や東証（東京証券取引所）の要請による国内企業改革への期待 

・米国CPI（消費者物価指数）の伸びが鈍化し、FRB（米連邦準備制度理事会）による利下げ期待が高まったこと 

・為替市場で円安が進行したこと 

 

マイナス要因 

・中東における地政学的リスクの高まり 

・米国の地方銀行破綻に端を発した金融システム不安 

・金融政策決定会合で日銀がYCC（イールドカーブ・コントロール）政策の柔軟化を決定したこと   
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■投資環境 
【日本株式市場】 

期前半、日銀による緩和的な金融政策を通じた国内金利環境継続への安心感や、東証の要請による企業改革への期待など

から、日本株式市場は上昇しました。その後、これまでの株価上昇への警戒感から日本株式市場は一旦足踏みしたものの、

米国長期金利の先高観の後退などを背景に投資家心理が好転し、力強い上昇を見せました。2023年９月下旬以降、米国の債

務上限問題に伴う政府機関の閉鎖リスクに加え、中東における地政学的リスクが高まったことなどから、日本株式市場は一

時売りが優勢となりましたが、その後は米国の金利上昇への過度な警戒感が緩和されたことから再び上昇に転じました。

2024年に入ると、一時円高に動いていた為替が円安に反転したことや需給要因などを背景に日本株式市場は大きく上昇し

て期を終えました。 

 

【日本債券市場】 

10年国債利回りは米国の地方銀行破綻をきっかけに金融システムへの不安が高まったことや、植田日銀新総裁が金融緩

和政策を継続する姿勢を示したことなどを背景に、一時0.25％程度まで低下する場面もありましたが、期半ばにかけて長期

金利の変動許容幅上限に近い0.5％近辺の水準で推移しました。2023年７月の日銀金融政策決定会合でYCC政策の柔軟化が

発表されると10年国債利回りは急上昇し、10月末にも追加的な修正が実施されたことを受けて、0.9％を上回る水準まで上

昇しました。11月に入ると米国債利回りの低下に追随して10年国債利回りも低下しましたが、2024年１月の日銀金融政策決

定会合でマイナス金利解除の思惑が高まったことから、上昇に転じて期を終えました。 

 

【外国株式市場】 

期前半は、米国の地方銀行破綻により外国株式市場は下落する場面はあったものの、2023年５月の米国CPIの伸びが鈍化

したことなどからFRBによる利上げ懸念が後退したことや、4-6月期の企業決算が事前予想をおおむね上回ったことで景気

減速懸念が後退し、上昇基調となりました。期後半は、米国の高金利環境の長期化や中東情勢悪化に対する懸念などから外

国株式市場は下落基調で推移しましたが、その後は12月のFOMC（米連邦公開市場委員会）で政策金利が据え置かれたことや

インフレ鈍化を背景とした各国中央銀行による緩やかな利下げが視野に入りつつあり、世界経済を下支えするとの期待か

ら、上昇に転じました。 

 

【外国債券市場】 

米国債利回りは、米国の地方銀行破綻を受けた金融システム不安の高まりなどから低下する局面はありましたが、期半ば

にかけて金融システム不安が後退したことや堅調な経済指標を背景としたFRBの金融引き締めに積極的な姿勢を受けて、上

昇基調で推移しました。その後、米国で雇用統計やCPIに落ち着きが見られたことを背景にFRBによる金融引き締め姿勢が後

退したことから、米国債利回りは低下しましたが、前期末対比では上昇しました。 

ドイツ国債利回りは、期半ばにかけて資源価格の高騰などを背景に欧州域内でのインフレが高進するなか、ECB（欧州中

央銀行）が金融引き締め姿勢を維持したことから、上昇基調で推移しました。その後は、ユーロ圏の経済指標が軟調であっ

たことや米国債利回りに連動して、ドイツ国債利回りは低下しましたが、前期末対比では小幅に上昇しました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは、日銀が金融政策を修正しつつも金融緩和姿勢を維持した一方、FRBはインフレ対応を目的とした

大幅な利上げを継続したことから日米金利差が拡大し、期半ばにかけて円安米ドル高基調で推移しました。2023年11月以降

は、FRBの金融引き締め姿勢が後退したことや、日銀による金融政策修正への期待が高まったことから日米金利差が縮小し、

円高米ドル安となりましたが、期末にかけては再び円安米ドル高が進行し、前期末対比でも円安米ドル高となりました。 

ユーロ円為替レートは、インフレの高進を受けてECBが金融引き締め姿勢を維持し、大幅な利上げを継続したことなどか

ら、前期末対比で円安ユーロ高となりました。 
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■ポートフォリオについて 
＜東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＞ 

国内外の複数の資産（日本株式、日本債券、外国株式、外国債券）を主要投資対象とするマザーファンドを、それぞれの

基本投資比率に応じて組み入れました。各マザーファンドの値動きによって生じる組入比率の変動に対し、基本資産配分か

らの乖離の修正を適宜行い、期を通じて各資産の基本資産配分を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、各マザーファンドの値動きを反映し、18.1％上昇しました。 

 

【基本資産配分】 

 
 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

「業種配分」と「個別銘柄選択」を収益の源泉とし、中長期的にベンチマークとするTOPIX（配当込み）を上回ることを目

標に運用を行いました。業種配分は、当社独自の業種分類によりセクターウェイトを決定し、個別銘柄については、徹底し

た企業調査・分析をベースに成長性と割安度の双方の視点から銘柄選択を行いました。 

業種配分は、外部環境の不透明感などを考慮して内外需で中立的な戦略としつつ、中長期視点で個別の成長要因がある医

薬・ヘルスケアやIT・エレクトロニクスをオーバーウェイトとする方針としました。銘柄選択は、株価変動が極めて大きい

環境下でファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）に基づいた銘柄選択を行いました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇しましたが、ベンチマーク対比では劣後しました。当期は東証のPBR（株価純資産倍

率）１倍割れ企業に対する企業価値改善要請や日銀による金融政策正常化への期待から割安株物色が進んだことや高配当

利回り株が選好されたことが影響しました。 

 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

マクロ経済分析、市場動向分析、各種信用分析ツール等の計量的サポートに定性判断を加味して、金利の方向性を予測す

る戦略（イールド選択）、事業債などの非国債と国債との利回り格差の拡縮を予測する戦略（スプレッド選択）、および銘柄

選択という３つの戦略によって、中長期的にベンチマーク（NOMURA－BPI（総合））を上回る収益を獲得することを目標とし

て運用しました。 

イールド選択は、所有期間利回りが高い長期債、超長期債のオーバーウェイトを基本とし、市場環境に応じて機動的に調

整しました。スプレッド選択は、事業債セクターのオーバーウェイトを継続しました。銘柄選択は、残存期間10年以下の事

業債のオーバーウェイトを継続しました。 

以上の運用の結果、基準価額は小幅に下落したものの、ベンチマークを上回りました。事業債の相対パフォーマンスが高

く、スプレッド選択および銘柄選択が奏功しました。 

 

＜ＴＭＡ外国株式マザーファンド＞ 

信託財産の中長期的な成長を目標に「地域配分」、「業種配分」および「個別銘柄選択」を超過収益の源泉として、ベンチ

マークとするMSCIコクサイ指数（配当込み、円ヘッジなし・円ベース）を上回る収益率を目標に運用を行いました。 

地域配分では、個別銘柄の魅力度などを勘案して、欧州地域のアンダーウェイトを主な方針としました。業種配分では、

医薬品開発イノベーションを投資テーマとしたヘルスケアセクターのオーバーウェイトを基本方針としました。また銘柄

魅力度を勘案し、一般消費財・サービスセクターのオーバーウェイト、資本財・サービスセクターのアンダーウェイトなど
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を主な方針としました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇し、ベンチマークを上回りました。情報技術セクターやヘルスケアセクターなどの個

別銘柄選択効果がプラス寄与しました。 

 

＜ＴＭＡ外国債券マザーファンド＞ 

国別配分、デュレーション調整、銘柄選択を実施することによって、ベンチマークとするFTSE世界国債インデックス（除

く日本、ヘッジなし・円ベース）を上回る収益率を目標に運用を行いました。 

国別配分については、米国、ユーロ圏ともにベンチマーク対比アンダーウェイトからオーバーウェイトの範囲で市場環境

に応じて調整しました。デュレーション調整は、米国はベンチマーク対比長期化を基本としつつ、市場環境に応じて機動的

に調整しました。ユーロ圏はベンチマーク対比長期化から短期化の範囲で調整しました。銘柄選択については、相対的に割

安な銘柄を投資対象として選択しました。 

以上の運用の結果、基準価額は上昇し、ベンチマークを小幅に上回りました。世界的な金利上昇局面においてデュレー

ションの長期化がマイナス寄与となった一方、国別配分がプラス寄与となりました。 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：JPX日経400（配当込み） 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：NOMURA－BPI（総合） 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：MSCIコクサイ指数（配当込み、円ヘッジなし・円ベース） 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマーク：FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース） 

 

上記４つのマザーファンドは、各々のベンチマークに連動する投資成果を目指して運用を行いました。 

以上の運用の結果、各マザーファンドはおおむね各々のベンチマークに連動する値動きとなりました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを

設けていません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。 

 

 
  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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■分配金 
当期においては、運用の効率性などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。収益分配に充てなかった収益につ

いては信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第９期 

2023年１月26日～ 
2024年１月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,917  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＞ 

引き続き、各資産を基本資産配分から±５％の範囲内に調整することにより、中長期的な成長を目指して運用を行います。 

 

＜ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド＞ 

国内企業業績は、外需企業については円安効果により業績上振れが期待され、内需企業についても賃上げによる国内消費

の拡大、資源価格の安定による交易条件の改善、値上げによるコスト転嫁などにより底堅い業績で推移すると見込みます。

海外では金融引き締めの継続や地政学的リスクの高まりなど、今後の世界経済や金融政策の動向には留意が必要と考えて

います。 

このような環境下、マクロ経済の影響を相対的に受けにくい医薬・ヘルスケアやIT・エレクトロニクス関連に注力する戦

略を継続します。業種配分は、業績が底堅い情報通信や在庫調整が進展しているエレクトロニクスをオーバーウェイト、先

行き不透明感が残る中で建設・不動産やサービスを中心に内需関連をアンダーウェイトとします。銘柄選択は、世界経済の

動向や日本の金融政策の方向性およびファンダメンタルズを確認しつつ、割高感が解消した成長株の引き上げタイミング

を計る方針とします。 

 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

現状、日銀がYCC政策を柔軟化したことから、足元の国内長期金利の変動は大きくなっており、さらなる金融政策正常化

へ向けた動きを巡って、当面は先行き不透明感の強い市場環境が続くと予想します。 

このような環境下、イールド選択においては、市場動向に留意し、機動的にポジション調整を行います。スプレッド選択

においては、事業債セクターのオーバーウェイトを維持する方針です。銘柄選択は、引き続き残存期間10年以下の事業債の

オーバーウェイトを維持する方針です。 

 

＜ＴＭＡ外国株式マザーファンド＞ 

外国株式市場は、短期的には景気減速懸念が残るなか、業績見通しに対する警戒感が高まると想定されることから、ボラ

ティリティ（変動性）の高い展開を予想しますが、2024年後半にかけてはFRBによる利下げ期待が徐々に高まるなか、景気

は緩やかに回復し企業業績も増益基調を維持すると考えていることから、上昇していく展開を予想します。 
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このような環境下、地域配分は欧州地域をアンダーウェイト、北米地域をニュートラルウェイトとし、業種配分は、ヘル

スケア、一般消費財・サービスセクターなどをオーバーウェイト、不動産、資本財・サービスなどをアンダーウェイトの方

針とします。銘柄選択では、長期の競争優位性を有し、利益成長力と株主還元力を勘案し、割安な企業に投資する方針を継

続します。 

 

＜ＴＭＡ外国債券マザーファンド＞ 

欧米中央銀行による金融引き締め姿勢の後退が意識される環境下、金利リスクはベンチマーク対比長期化を基本としつ

つ、状況に応じて機動的にエクスポージャーを調整する予定です。 

米国金利は、FRBが当面高い政策金利を維持する姿勢を示しているものの、インフレの減速を受けて金融引き締め姿勢に

後退の兆しが見えており、将来的な利下げが期待されることから、中長期的には低下基調での推移を予想します。欧州金利

についても、インフレに加えて欧州経済指標にも減速感が見えつつあることからECBは金融引き締め姿勢を後退させており、

中長期的には世界的な景気減速懸念の高まりなどを背景に、低下基調となる展開を予想します。 

為替市場では、米ドル円相場は、FRBによる金融引き締め姿勢に後退の兆しが見えており、米国の利下げや日銀の金融政

策正常化への思惑を受けて、円高米ドル安基調での推移を予想します。ユーロ円相場は、欧州圏の物価がピークアウトしつ

つあることを背景にECBによる金融引き締め姿勢が後退するなか、中長期的には世界的な景気減速懸念から、円高ユーロ安

基調へ転じることを見込みます。 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド＞ 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、上記４つのマザーファンドとも各々のベンチマークに連動する投資成果を目指して運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年１月26日～2024年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 187  1.369  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 90)  (0.660)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 90)  (0.660)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.049)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.012   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.011)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.002   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.022   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.011)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.011)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 192   1.405    

期中の平均基準価額は、13,663円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年１月26日～2024年１月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 396,299 489,132 109,402 136,221 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 362,350 487,974 101,000 137,081 
東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 165,266 416,523 75,298 180,458 
ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 168,686 433,925 74,079 183,821 
ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 236,610 440,449 80,786 147,818 
ＴＭＡ外国債券マザーファンド 161,056 434,474 56,064 148,609 
ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 83,835 424,236 42,212 205,152 
ＴＭＡ外国株式マザーファンド 71,790 408,410 42,005 221,837 

 
 
 

○株式売買比率 (2023年１月26日～2024年１月25日) 

 

項 目 

当 期 
東京海上・ＪＰＸ 

日経400インデックス 
マザーファンド 

ＴＭＡ日本株 
アクティブ 

マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式 
インデックス 
マザーファンド 

ＴＭＡ外国株式 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,749,997千円 77,352,956千円 54,475,303千円 17,037,729千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,371,500千円 88,359,947千円 143,689,830千円 61,551,810千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.85   0.87   0.37   0.27   
 
（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 
（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年１月26日～2024年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

＜東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 42 4 96 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは東京
海上ホールディングス株式会社です。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○組入資産の明細 (2024年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 335,799 622,696 761,557 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 308,806 570,156 761,728 

東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 206,619 296,587 818,847 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 198,823 293,431 816,325 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 247,034 402,858 778,927 

ＴＭＡ外国債券マザーファンド 171,462 276,454 776,644 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 103,112 144,735 805,469 

ＴＭＡ外国株式マザーファンド 99,503 129,288 815,810 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2024年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド 761,557 11.9 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 761,728 11.9 

東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド 818,847 12.8 

ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド 816,325 12.8 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 778,927 12.2 

ＴＭＡ外国債券マザーファンド 776,644 12.2 

ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド 805,469 12.6 

ＴＭＡ外国株式マザーファンド 815,810 12.8 

コール・ローン等、その他 39,075 0.8 

投資信託財産総額 6,374,382 100.0 
 
（注） ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（19,172,793千円）の投資信託財産総額

（19,241,247千円）に対する比率は99.6％です。 

（注） ＴＭＡ外国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（32,043,671千円）の投資信託財産総額（32,160,854千円）に

対する比率は99.6％です。 

（注） ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（197,122,592千円）の投資信託財産総額

（197,627,409千円）に対する比率は99.7％です。 

（注） ＴＭＡ外国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（73,986,528千円）の投資信託財産総額（75,476,405千円）に

対する比率は98.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは１

米ドル＝147.86円、１カナダドル＝109.30円、１メキシコペソ＝8.576円、１ユーロ＝160.81円、１英ポンド＝187.93円、１スイスフラ

ン＝171.04円、１スウェーデンクローナ＝14.15円、１ノルウェークローネ＝14.11円、１デンマーククローネ＝21.57円、１ポーランド

ズロチ＝36.7264円、１豪ドル＝97.17円、１ニュージーランドドル＝90.33円、１香港ドル＝18.91円、１シンガポールドル＝110.38円、

１マレーシアリンギット＝31.2377円、１イスラエルシェケル＝39.9529円、１オフショア元＝20.656円です。 
 

親投資信託残高 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,374,382,532   

 ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド(評価額) 761,557,595   

 ＴＭＡ日本債券マザーファンド(評価額) 761,728,798   

 東京海上・ＪＰＸ日経400インデックスマザーファンド(評価額) 818,847,570   

 ＴＭＡ日本株アクティブマザーファンド(評価額) 816,325,439   

 ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド(評価額) 778,927,629   

 ＴＭＡ外国債券マザーファンド(評価額) 776,644,480   

 ＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンド(評価額) 805,469,178   

 ＴＭＡ外国株式マザーファンド(評価額) 815,810,188   

 未収入金 39,071,655   

(B) 負債 37,532,389   

 未払解約金 5,376,191   

 未払信託報酬 31,900,066   

 その他未払費用 256,132   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,336,850,143   

 元本 4,248,064,172   

 次期繰越損益金 2,088,785,971   

(D) 受益権総口数 4,248,064,172口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,917円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は2,695,272,340円、期中追加設定元

本額は2,262,427,427円、期中一部解約元本額は709,635,595円

です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 
 

○損益の状況 (2023年１月26日～2024年１月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △           24   

 受取利息 1   

 支払利息 △           25   

(B) 有価証券売買損益 683,976,725   

 売買益 771,647,963   

 売買損 △   87,671,238   

(C) 信託報酬等 △   56,541,667   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 627,435,034   

(E) 前期繰越損益金 134,617,545   

(F) 追加信託差損益金 1,326,733,392   

 (配当等相当額) (    893,495,909)  

 (売買損益相当額) (    433,237,483)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,088,785,971   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,088,785,971   

 追加信託差損益金 1,326,733,392   

 (配当等相当額) (    898,144,015)  

 (売買損益相当額) (    428,589,377)  

 分配準備積立金 762,052,579   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 65,938,139円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 548,596,708円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 1,326,733,392円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 147,517,732円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,088,785,971円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,917円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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東京海上・年金運用型戦略ファンド（年１回決算型）＜愛称 年金ぷらす＞ 

○お知らせ  

・新NISAの対象商品になるための要件として、「2024年１月時点で信託期間が20年を超えていること」および

「ヘッジ目的の場合等を除き、デリバティブ取引による運用を行っていないこと」が定められており、当該

要件を満たすため、当ファンドおよび当ファンドが投資対象とする東京海上・ＪＰＸ日経400インデックス

マザーファンドについて2023年10月26日付で所要の約款変更を行いました。また、同様にＴＭＡ日本株アク

ティブマザーファンド、ＴＭＡ日本債券マザーファンド、ＴＭＡ外国株式マザーファンドおよびＴＭＡ外国

債券マザーファンドについても2023年９月21日付で所要の約款変更を行いました。 

 

・当ファンドが投資対象とするＴＭＡ日本株アクティブマザーファンドおよび東京海上・ＪＰＸ日経400イン

デックスマザーファンドについて、従来ベンチマークに「配当を含まない指数」を採用していましたが、ベ

ンチマークをより実態に近い「配当を含む指数」（以下、「配当込み指数」）に変更することが顧客本位であ

ると判断し、当該マザーファンドにおいて2023 年10 月１日付で所要の約款変更を行いました。また、ＴＭＡ

外国株式マザーファンドおよびＴＭＡ外国株式インデックスマザーファンドについては、従前よりベンチ

マークに「配当込み指数」を採用していますが、「配当込み指数」であることを明確にするため、同日付で

所要の約款変更を行いました。 

 

 

 



－ 15 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   15添付ファンド_TMA_998397.indd   15 2024/03/05   14:22:302024/03/05   14:22:30



－ 16 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   16添付ファンド_TMA_998397.indd   16 2024/03/05   14:22:312024/03/05   14:22:31



－ 17 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   17添付ファンド_TMA_998397.indd   17 2024/03/05   14:22:312024/03/05   14:22:31



－ 18 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   18添付ファンド_TMA_998397.indd   18 2024/03/05   14:22:322024/03/05   14:22:32



－ 19 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   19添付ファンド_TMA_998397.indd   19 2024/03/05   14:22:322024/03/05   14:22:32



－ 20 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   20添付ファンド_TMA_998397.indd   20 2024/03/05   14:22:322024/03/05   14:22:32



－ 21 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   21添付ファンド_TMA_998397.indd   21 2024/03/05   14:22:332024/03/05   14:22:33



－ 22 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   22添付ファンド_TMA_998397.indd   22 2024/03/05   14:22:332024/03/05   14:22:33



－ 23 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   23添付ファンド_TMA_998397.indd   23 2024/03/05   14:22:332024/03/05   14:22:33



－ 24 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   24添付ファンド_TMA_998397.indd   24 2024/03/05   14:22:342024/03/05   14:22:34



－ 25 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   25添付ファンド_TMA_998397.indd   25 2024/03/05   14:22:342024/03/05   14:22:34



－ 26 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   26添付ファンド_TMA_998397.indd   26 2024/03/05   14:22:342024/03/05   14:22:34



－ 27 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   27添付ファンド_TMA_998397.indd   27 2024/03/05   14:22:352024/03/05   14:22:35



－ 28 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   28添付ファンド_TMA_998397.indd   28 2024/03/05   14:22:352024/03/05   14:22:35



－ 29 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   29添付ファンド_TMA_998397.indd   29 2024/03/05   14:22:362024/03/05   14:22:36



－ 30 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   30添付ファンド_TMA_998397.indd   30 2024/03/05   14:22:362024/03/05   14:22:36



－ 31 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   31添付ファンド_TMA_998397.indd   31 2024/03/05   14:22:362024/03/05   14:22:36



－ 32 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   32添付ファンド_TMA_998397.indd   32 2024/03/05   14:22:362024/03/05   14:22:36



－ 33 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   33添付ファンド_TMA_998397.indd   33 2024/03/05   14:22:372024/03/05   14:22:37



－ 34 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   34添付ファンド_TMA_998397.indd   34 2024/03/05   14:22:372024/03/05   14:22:37



－ 35 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   35添付ファンド_TMA_998397.indd   35 2024/03/05   14:22:372024/03/05   14:22:37



－ 36 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   36添付ファンド_TMA_998397.indd   36 2024/03/05   14:22:382024/03/05   14:22:38



－ 37 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   37添付ファンド_TMA_998397.indd   37 2024/03/05   14:22:382024/03/05   14:22:38



－ 38 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   38添付ファンド_TMA_998397.indd   38 2024/03/05   14:22:382024/03/05   14:22:38



－ 39 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   39添付ファンド_TMA_998397.indd   39 2024/03/05   14:22:392024/03/05   14:22:39



－ 40 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   40添付ファンド_TMA_998397.indd   40 2024/03/05   14:22:392024/03/05   14:22:39



－ 41 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   41添付ファンド_TMA_998397.indd   41 2024/03/05   14:22:392024/03/05   14:22:39



－ 42 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   42添付ファンド_TMA_998397.indd   42 2024/03/05   14:22:402024/03/05   14:22:40



－ 43 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   43添付ファンド_TMA_998397.indd   43 2024/03/05   14:22:402024/03/05   14:22:40



－ 44 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   44添付ファンド_TMA_998397.indd   44 2024/03/05   14:22:402024/03/05   14:22:40



－ 45 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   45添付ファンド_TMA_998397.indd   45 2024/03/05   14:22:412024/03/05   14:22:41



－ 46 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   46添付ファンド_TMA_998397.indd   46 2024/03/05   14:22:412024/03/05   14:22:41



－ 47 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   47添付ファンド_TMA_998397.indd   47 2024/03/05   14:22:412024/03/05   14:22:41



－ 48 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   48添付ファンド_TMA_998397.indd   48 2024/03/05   14:22:422024/03/05   14:22:42



－ 49 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   49添付ファンド_TMA_998397.indd   49 2024/03/05   14:22:422024/03/05   14:22:42



－ 50 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   50添付ファンド_TMA_998397.indd   50 2024/03/05   14:22:422024/03/05   14:22:42



－ 51 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   51添付ファンド_TMA_998397.indd   51 2024/03/05   14:22:432024/03/05   14:22:43



－ 52 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   52添付ファンド_TMA_998397.indd   52 2024/03/05   14:22:432024/03/05   14:22:43



－ 53 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   53添付ファンド_TMA_998397.indd   53 2024/03/05   14:22:432024/03/05   14:22:43



－ 54 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   54添付ファンド_TMA_998397.indd   54 2024/03/05   14:22:442024/03/05   14:22:44



－ 55 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   55添付ファンド_TMA_998397.indd   55 2024/03/05   14:22:442024/03/05   14:22:44



－ 56 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   56添付ファンド_TMA_998397.indd   56 2024/03/05   14:22:442024/03/05   14:22:44



－ 57 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   57添付ファンド_TMA_998397.indd   57 2024/03/05   14:22:442024/03/05   14:22:44



－ 58 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   58添付ファンド_TMA_998397.indd   58 2024/03/05   14:22:452024/03/05   14:22:45



－ 59 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   59添付ファンド_TMA_998397.indd   59 2024/03/05   14:22:452024/03/05   14:22:45



－ 60 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   60添付ファンド_TMA_998397.indd   60 2024/03/05   14:22:452024/03/05   14:22:45



－ 61 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   61添付ファンド_TMA_998397.indd   61 2024/03/05   14:22:462024/03/05   14:22:46



－ 62 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   62添付ファンド_TMA_998397.indd   62 2024/03/05   14:22:462024/03/05   14:22:46



－ 63 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   63添付ファンド_TMA_998397.indd   63 2024/03/05   14:22:462024/03/05   14:22:46



－ 64 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   64添付ファンド_TMA_998397.indd   64 2024/03/05   14:22:472024/03/05   14:22:47



－ 65 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   65添付ファンド_TMA_998397.indd   65 2024/03/05   14:22:472024/03/05   14:22:47



－ 66 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   66添付ファンド_TMA_998397.indd   66 2024/03/05   14:22:472024/03/05   14:22:47



－ 67 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   67添付ファンド_TMA_998397.indd   67 2024/03/05   14:22:482024/03/05   14:22:48



－ 68 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   68添付ファンド_TMA_998397.indd   68 2024/03/05   14:22:482024/03/05   14:22:48



－ 69 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   69添付ファンド_TMA_998397.indd   69 2024/03/05   14:22:482024/03/05   14:22:48



－ 70 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   70添付ファンド_TMA_998397.indd   70 2024/03/05   14:22:482024/03/05   14:22:48



－ 71 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   71添付ファンド_TMA_998397.indd   71 2024/03/05   14:22:492024/03/05   14:22:49



－ 72 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   72添付ファンド_TMA_998397.indd   72 2024/03/05   14:22:492024/03/05   14:22:49



－ 73 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   73添付ファンド_TMA_998397.indd   73 2024/03/05   14:22:492024/03/05   14:22:49



－ 74 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   74添付ファンド_TMA_998397.indd   74 2024/03/05   14:22:502024/03/05   14:22:50



－ 75 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   75添付ファンド_TMA_998397.indd   75 2024/03/05   14:22:502024/03/05   14:22:50



－ 76 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   76添付ファンド_TMA_998397.indd   76 2024/03/05   14:22:502024/03/05   14:22:50



－ 77 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   77添付ファンド_TMA_998397.indd   77 2024/03/05   14:22:512024/03/05   14:22:51



－ 78 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   78添付ファンド_TMA_998397.indd   78 2024/03/05   14:22:512024/03/05   14:22:51



－ 79 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   79添付ファンド_TMA_998397.indd   79 2024/03/05   14:22:512024/03/05   14:22:51



－ 80 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   80添付ファンド_TMA_998397.indd   80 2024/03/05   14:22:512024/03/05   14:22:51



－ 81 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   81添付ファンド_TMA_998397.indd   81 2024/03/05   14:22:522024/03/05   14:22:52



－ 82 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   82添付ファンド_TMA_998397.indd   82 2024/03/05   14:22:522024/03/05   14:22:52



－ 83 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   83添付ファンド_TMA_998397.indd   83 2024/03/05   14:22:522024/03/05   14:22:52



－ 84 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   84添付ファンド_TMA_998397.indd   84 2024/03/05   14:22:532024/03/05   14:22:53



－ 85 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   85添付ファンド_TMA_998397.indd   85 2024/03/05   14:22:532024/03/05   14:22:53



－ 86 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   86添付ファンド_TMA_998397.indd   86 2024/03/05   14:22:532024/03/05   14:22:53



－ 87 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   87添付ファンド_TMA_998397.indd   87 2024/03/05   14:22:542024/03/05   14:22:54



－ 88 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   88添付ファンド_TMA_998397.indd   88 2024/03/05   14:22:542024/03/05   14:22:54



－ 89 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   89添付ファンド_TMA_998397.indd   89 2024/03/05   14:22:542024/03/05   14:22:54



－ 90 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   90添付ファンド_TMA_998397.indd   90 2024/03/05   14:22:542024/03/05   14:22:54



－ 91 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   91添付ファンド_TMA_998397.indd   91 2024/03/05   14:22:552024/03/05   14:22:55



－ 92 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   92添付ファンド_TMA_998397.indd   92 2024/03/05   14:22:552024/03/05   14:22:55



－ 93 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   93添付ファンド_TMA_998397.indd   93 2024/03/05   14:22:552024/03/05   14:22:55



－ 94 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   94添付ファンド_TMA_998397.indd   94 2024/03/05   14:22:562024/03/05   14:22:56



－ 95 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   95添付ファンド_TMA_998397.indd   95 2024/03/05   14:22:562024/03/05   14:22:56



－ 96 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   96添付ファンド_TMA_998397.indd   96 2024/03/05   14:22:562024/03/05   14:22:56



－ 97 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   97添付ファンド_TMA_998397.indd   97 2024/03/05   14:22:572024/03/05   14:22:57



－ 98 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   98添付ファンド_TMA_998397.indd   98 2024/03/05   14:22:572024/03/05   14:22:57



－ 99 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   99添付ファンド_TMA_998397.indd   99 2024/03/05   14:22:572024/03/05   14:22:57



－ 100 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   100添付ファンド_TMA_998397.indd   100 2024/03/05   14:22:572024/03/05   14:22:57



－ 101 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   101添付ファンド_TMA_998397.indd   101 2024/03/05   14:22:582024/03/05   14:22:58



－ 102 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   102添付ファンド_TMA_998397.indd   102 2024/03/05   14:22:582024/03/05   14:22:58



－ 103 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   103添付ファンド_TMA_998397.indd   103 2024/03/05   14:22:582024/03/05   14:22:58



－ 104 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   104添付ファンド_TMA_998397.indd   104 2024/03/05   14:22:592024/03/05   14:22:59



－ 105 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   105添付ファンド_TMA_998397.indd   105 2024/03/05   14:22:592024/03/05   14:22:59



－ 106 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   106添付ファンド_TMA_998397.indd   106 2024/03/05   14:22:592024/03/05   14:22:59



－ 107 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   107添付ファンド_TMA_998397.indd   107 2024/03/05   14:23:002024/03/05   14:23:00



－ 108 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   108添付ファンド_TMA_998397.indd   108 2024/03/05   14:23:002024/03/05   14:23:00



－ 109 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   109添付ファンド_TMA_998397.indd   109 2024/03/05   14:23:002024/03/05   14:23:00



－ 110 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   110添付ファンド_TMA_998397.indd   110 2024/03/05   14:23:002024/03/05   14:23:00



－ 111 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   111添付ファンド_TMA_998397.indd   111 2024/03/05   14:23:012024/03/05   14:23:01



－ 112 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   112添付ファンド_TMA_998397.indd   112 2024/03/05   14:23:012024/03/05   14:23:01



－ 113 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   113添付ファンド_TMA_998397.indd   113 2024/03/05   14:23:012024/03/05   14:23:01



－ 114 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   114添付ファンド_TMA_998397.indd   114 2024/03/05   14:23:022024/03/05   14:23:02



－ 115 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   115添付ファンド_TMA_998397.indd   115 2024/03/05   14:23:022024/03/05   14:23:02



－ 116 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   116添付ファンド_TMA_998397.indd   116 2024/03/05   14:23:022024/03/05   14:23:02



－ 117 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   117添付ファンド_TMA_998397.indd   117 2024/03/05   14:23:032024/03/05   14:23:03



－ 118 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   118添付ファンド_TMA_998397.indd   118 2024/03/05   14:23:032024/03/05   14:23:03



－ 119 －

添付ファンド_TMA_998397.indd   119添付ファンド_TMA_998397.indd   119 2024/03/05   14:23:032024/03/05   14:23:03


